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Web of Science とは 
       

Web of Science は、「引用文献データベース」で特徴つけられる“論文同士の引用関係”について調べることが

できるデータベースです。 
 
★ Web of Science の特徴(どんなことができるか？) 
・ 主題、著者、雑誌名、著者所属機関から特定の文献を検索できます。 
・ ある論文が他の論文にどのくらい引用されているかを知ることができます。 
・ 引用論文、関連論文のリンクをたどって知ることができます。 

→ 論文をたどって特定テーマの発展・展開のようすを知ることができます。 
・ 電子ジャーナルのフルテキストや収録誌の北大での所蔵状況を、リンクから閲覧できます。 
・ 北大のキャンパス内であれば、EndNote から直接接続して利用することができます。 
・ Web 版EndNote（EndNote Web）へデータを取り込み・利用することができます。 
 
★ 収録データベース 

Web of Science では３つの引用情報データを同時に検索することができます。 
・ Science Citation Index Expanded (SCI-EXPANDED)  自然科学分野、約6,000 タイトル 
・ Social Science Citation Index    (SSCI)  社会科学分野、約1,800 タイトル 
・ Arts & Humanities Citation Index (A&HCI) 人文科学分野、約1,100 タイトル 
 北海道大学で購入しているのは（収録年は）、いずれも 1980‐Current です。 
 
★ 北大で利用するには？ （Web 上で学内どこからでも利用できます） 

「学術文献データベース」のページからアクセスします。 
 

★ 同時アクセス数 
Web of Knowledge（Web of Science・Current Contents Connect・JCR・Derwent Innovations Index） 
の同時アクセス数は《無制限》です。 

 

★ 利用方法 

  「北海道大学附属図書館トップページ」 → 「学術文献データベース」 →  
「全分野」 → 「Web of Science」  

 

○「Web of Science」ログイン画面 

 

2007 年 8 月より新しいインター

フェースが公開されています。 
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○ 検索画面 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★ 検索方法 

 ■検索フィールド 

・ 初期画面では３つだが、「Add Another Field」をクリックすることで最大25 まで表示可能。 
・ General Search 画面で利用できるのは「Topic」「Title」「Author」「Group Author」「Publication Name」 

「Year Published」「Address」「Language」「Document Type」です。 
・ 「Author」フィールドを用いて著者名検索を行う時は「苗字+名前のイニシャル」で検索します。 

イニシャルはミドルネーム等も含め2 文字以上になる場合があります。 
・ 「Year Published」をしようする場合は「1997-2005」のようにハイフンで結びます。（最大10 年） 

 

■トランケーション 

・ 検索に使用できる省略記号（トランケーション）は？、＄、＊の３つがあります。前方一致、中間一致で使    
用できます。ただしトランケーションを使うためには3 文字以上の語幹が必要です。 
＊： 字数に制限のない変化 
 stack* →  stack、 stacks、 stacking、 … 
＄： 字数が０か1 字の変化 
 colo$r    →  color、 colour、 … 
 cell$ →  cell、 cells、 cello、 … 
？： 字数1 字の変化 
 dosto?evsk*  →  dostoyevsky、 dostievsky、 dostyevski、 dostyevskii、 … 

 
 
 

検索語を入力したら

「Search」をクリック。

プルダウンで検索フィー

ルドを指定します。 

検索フィールドを追加 

クリックすると年代や

データベースを変更する

ウィンドウが開きます。 
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■論理演算子 

 以下の３つの論理演算子を使用できます。 
 

AND ： 論理積 
 OR ： 論理和 
 NOT ： 論理差 
 

■近接演算子など 

・ フレーズ検索（語順も含めて同じものを検索）を行う場合は検索語を「”Liquid Solid”」というように 
「”」（ダブルクォーテーション）でくくります。 

・ 近接演算子「SAME」を使うと語順は問わず、検索語が同一のセンテンス内にあるものを検索します。 
  例: Hokkaido Univ SAME eng*  

 
 

○ 検索結果一覧画面 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ○ Refine 画面（“国”の例） 

 
 

検索式

検索語を追加したり、主題、雑誌名、文献週類、

著者、出版年等で検索結果を更に絞り込むこと

ができます。 

ソート順を指定。 

指定したい箇所に

チ ェ ッ ク を 入 れ 、

「Refine」をクリック。 

検索結果を分析

できます。 

引用文献レポート

を作成できます。 
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 ○ 検索結果詳細画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・ をクリックするとその電子ジャーナルを購入しているかどうか調べて、購入している       

場合には、論文へのリンク先が表示されます。 
 
・        をクリックしても全文を見ることができますが、北大で契約している雑誌すべてを 

網羅している訳ではありません。 

            が表示されない時は、「FullText 北大図書館」で確認してください。 

○「FullText 北大図書館」をクリックすると… 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

フルテキストへのリンク 

論文の情報がここ

に表示される。 

ここをクリックして

論文のページへ。 

この文献を引用している

文献のリストを表示。 

この文献と関連性の高い

論文を表示。 

この文献の参照文献リス

トを表示。 

インパクトファクターを

調べるJCR へのリンク。
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○ Citing Articles 画面 

  この論文を参照（引用）している文献のリストを表示します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

○ Citied References 画面 

    この論文の参考文献を表示します。ただし、Web of Science に収録されていない雑誌や1980 年以前 
の雑誌（北大の契約外）についてはリンクされていません。 
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○ Related Records 画面 

    この論文が引用したものを同じ論文を引用している別の論文の一覧を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「Cited Reference」画面でも、共通している参照文献から類似文献を探すことができます。 
 

★ Analyze（検索結果の分析） 

・ 最大で10 万件までの検索結果を分析できます。 
・ 検索結果はエクセルに出力し、編集することができます。 
・ 「Citing Articles」「Related Records」画面でも行えます。 

  

 
 Select field to rank by: 

  どの項目で集計するか指定します。著者、機関名、発行年、論文のタイプ、雑誌名など。 
 Analyze: 

  どのデータを集計するか指定します。最大100、000 件。 
 Set display options: 

集計結果をどれくらい表示するか指定します。 
上位何件を表示するか（10-500 件）、および、最低度数を指定します。 

 Sort by: 
表示順を指定します。頻度順か選択した項目のアルファベット（年の場合は数字）順かどちらか。 

 
 

参照文献数

共通している参照

文献数。クリックで

一覧を表示します。 
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○ 著者名での分析結果（頻度順） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 出版年での分析結果（年代順） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

データをファイル

に保存することも

できます。 

チェックボックスにチェックを入

れ、「View Records」をクリックする

と、該当する論文を抽出できます。 
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★ Citation Report（引用文献レポートの作成） 

特定の人が書いた論文が引用された回数をまとめて調べる、特定の著者・分野の論文の引用回数をまとめて調べる、

などの際に利用できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

クリックします。

出版された論文

数の推移。 

検索結果の論文を引用

している論文数の推移。

特定の論文を引用している論文

数の推移（1980 年以降）。 

検索結果の論文を

引用している論文

を全て表示。 

著者自身による引

用を除いたものを

表示。 
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Cited Reference Search 
 
「General Search」では、「Web of Science」に収録された論文の本体を検索しています。一方、「Cited Reference 
Search」では、収録された論文の参照文献を検索することができます。このため、「Web of Science」に収録範

囲外、あるいは購入範囲外の論文や図書などを参照している論文を調べることができます。 
 
例 Tanaka, K., Waki, H., Ido, Y., Akita, S., Yoshida, Y., Yoshida、T.  

“Protein and Polymer Analyses up to m/z 100 000 by Laser Ionization Time-of-Flight Mass Spectrometry” 
Rapid Commun. Mass Spectrom. Vol.2 No.8、 pp.151–153 (1988). 

 
の引用状況を調べます。 
この論文は、「Web of Science」の収録範囲外（雑誌「Rapid Communication in Mass Spectrometry」の収録範囲

は、1990 年以降）のため、「Cited Reference Search」から探します。 
 
 

○ 検索画面 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
検索条件を入力して「SEARCH」ボタンをクリックします。 

 
Cited Author は、姓と名のイニシャル（ミドルネームを含めて3 文字まで）を入力します。 

  例： 田中 耕一 ： Tanaka△K* （△はスペース） 
Cited Work は、20 文字以内に省略された雑誌名を入力します。 
Cited Year は、その論文が発表された年を入力します。 

検索条件をそれ

ぞれ入力。 

「Cited Reference Search」

をクリック。 
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○ 論文リスト画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

探している論文をチェックして、「Finish Search」をクリックします。 
引用した論文の引用の誤り、あるいは、データベースの収録時の入力ミスか、巻号やページが明らかに間違っ

ているデータがありますので、これら、同一と思われる引用データもチェックします。 
 

○ 引用論文の一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

これ以後は、「General Search」の場合と同様に展開します。 
 

論文を選択したら

「Finish Search」

をクリック。 

雑誌名、著者、巻号、ペー

ジから、該当する論文を

チェックします。 
録誌 詳

WoS 採録誌について

は詳細な掲載誌を表

示できます。 

WoS 採録誌について

は言語や論文の種類

で絞込みができます。 
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○ Analyze 画面 （著者・Record count 順） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

○ Analyze 画面 （出版年・Selected field 順） 
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著者名・所属機関からの検索 
 

★ Author Finder（著者の絞り込み検索） 
著者名での検索の方法の一つとして，著者名・論文の分野・所属機関で論文を絞り込んで検索することがで

きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
(1) 著者名を指定します。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
(2) 著者名の変化を指定します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

クリックします。
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(3) 研究分野を指定します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
(4) 所属機関を指定します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
(5) 検索結果 
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★ 著者を特定して検索したい （Distinct Author Identification System : DAIS） 
同じ著者と思われる論文をまとめて表示できます。 
 
(1) Basic Search 画面で所属機関（Address）と著者（Author）を指定して検索します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

(2) 検索結果一覧画面で，「View Author Sets」をクリックします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(3) 著者ごとの一覧 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

『同じ著者と思われる』論文を著者ごとにまとめて表示します。 
 著者名・論文数・収録雑誌名・論文の発表年・主要分野から著者を特定します。 

 『論文数（# of Records）』をクリックするとその著者の論文を表示します。複数の著者を指定したい

場合は，左の『Select』をチェックし，『VIEW RECORDS』をクリックします。 
全ての著者の識別ができる訳ではなく、著者の絞込み機能として使います。 

クリックします。
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検索結果の印刷・保存など 
 
検索した結果を「印刷」、「ファイルへ保存」、「EndNote Web（Web 版のEndNote）へ取込」、「e-mail で送信」

することができます。（最大500 件扱えます。） 
 

○ 検索結果画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

○ 出力設定 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

※「Add to Marked List」をクリックすると、マークしたデータの下に  のような画像が表示されます。これら

のデータはログアウトするまで一時的に保存されるので、さらに別の検索を行いデータを追加できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

画面下部の出力設

定ボックスへ。 出力したいデータに

チェックを入れます。 

出力方法を選択します。

出力データの選択
出力フォーマットの指定 出力方法の指定 

「Marked List」に保存されたデータ

件数が表示されます。保存されたデー

タはまとめて出力できます。 
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★ EndNote Web への出力 
 「Save to EndNote Web」ボタンをクリックすると、インターネット上にデータを保存することができます。

保存したデータはどこからでも閲覧することができます。 
 
・ EndNote Web は文献管理・論文作成ソフト EndNote のWeb 版です。 
・ Web 上で文献管理し、参照文献リストを作成をすることができます。 
・ 1 ユーザ・アカウントあたり10,000 件の文献データを保存し、2,000 種類以上の出力形式で印刷することが

できます。 
・ ユーザ・アカウント作成後12 ヶ月間は自宅などの学外からも利用できます。 12 ヶ月後、再度学内からログ

インすると、さらに学外から12 ヶ月利用することができます。 
・ 無料で利用できますが、利用するためにはアカウント登録が必要です。 

 

○ EndNote Web の画面 
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Web of Science の便利な機能 
 
Web of Science では，単に論文を検索し引用関係・論文数を調べるだけでなく，検索や分析の際に役立つ各種の

機能を持っています。 
 

I． 複数の論文の引用された回数をまとめて調べたい （Citation Report） 
自分の書いた論文を引用された回数をまとめて調べる，特定の著者・分野の論文の引用回数をまとめて調べ

る，などの際に利用できます。 

 

検索結果一覧表示画面で「Citation Report:」 をクリックします。 
 

 
 

クリックします

出版した論文数の

推移 
すべての論文を引用して

いる論文数の推移 

全ての引用している

論文を表示します。

著者による引用を除いた引用

している論文を表示します。 

特定の論文を引用している論

文数の推移（1980 年以降） 

前の5 年間を表示します。 

表示する範囲（年）を指

定します。 
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II． 著者を絞り込みながら検索したい （Author Finder） 
著者名での検索の方法の一つとして，著者名・論文の分野・所属機関で論文を絞り込んで検索することがで

きます。 

 
 
 
(1) 著者名を指定します。 

 
 
 

(2) 著者名の変化を指定します。 

 

クリックします。 
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(3) 研究分野を指定します。 

 
 
 
(4) 所属機関を指定します。 

 
 
 
(5) 検索結果 
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III. 著者を特定して検索したい （Distinct Author Identification System : DAIS） 
同じ著者と思われる論文をまとめて表示できます。 
(1) 検索結果一覧画面で，「View Author Sets」をクリックします。 

 
 

(2) 著者ごとの一覧 

 
 『同じ著者と思われる』論文を著者ごとにまとめて表示します。 
 著者名・論文数・収録雑誌名・論文の発表年・主要分野から著者を特定します。 

 『論文数（# of Records）』をクリックするとその著者の論文を表示します。複数の著者を指定したい

場合は，左の『Select』をチェックし，『VIEW RECORDS』をクリックします。 
全ての著者の識別ができる，わけではなさそうです。 
 

 

III. Web 版 EndNote（EndNote Web）を使いたい 

Web of Knowledge のトップページ（右上の［HOME］ボタン・ をクリックします）の 

《Sign in My EndNote Web》でログインすると使うことができます。 

クリックします。 
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 Web of Science の検索結果の詳細表示画面でもログインできます。  

一度，利用登録すると12 ヶ月間は学外からでも利用でき 
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JCR（Journal Citation Reports）を使う 
 
JCR（Journal Citation Reports）は引用データを基にして「学術雑誌の統計的評価」を調べることができ

るデータベースです。 
JCR Science Edition は約6,000 タイトル、JCR Social Sciences Edition は約1,700 タイトルを収録して

います。 
 
★ JCR のつかいみち 
・ 特定の研究テーマについて影響力の大きな雑誌を見つける。 
・ 投稿先の雑誌を選ぶために。 
・ 雑誌の収集のための参考資料 
 
★ 収録範囲 

JCR では、2 分野の雑誌データを調べることができます。 
・ JCR Science Edition 自然科学分野 約6,000 タイトル 
・ JCR Social Science Edition 社会科学分野 約1,700 タイトル 

2000 年以降のデータを検索して調べることができます。1999 年以前のデータは、附属図書館4 階参考閲覧

室にある冊子体をご利用ください。 
 
 
★ JCR の使用方法 

附属図書館のトップページ →［学術文献データベース］→［出版・書誌情報］  
→[Journal Citation Reports （JCR）] 
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○ 検索方法の選択画面 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 利用する分野（データベース、この例は「JCR Science Edition」）とデータ年「2005 年」を選択し、次に検

索方法（「Search for a special journal」）を選択して、「SUBMIT」をクリックします。 
 検索方法は以下の3 種類あります。 
・ 特定の分野の雑誌を一覧して選ぶ方法（View a group of journals by [Subject Category]） 

特定の分野（Subject Category）の「インパクトファクター」の中央値（Median）などを調べることができ

ます。 
・ 特定の雑誌を検索する方法（Search a specific journal） 
・ 全タイトルリスト一覧から選ぶ方法（View all journals） 
 

○ Journal Search 画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・ ここでは、「Full Journal Title」（フルタイトル）、「Journal Abbreviation」（省略誌名）、「Title Word」（タ

イトル中の語）、「ISSN」から検索できます。 
前方一致は「＊」です。（例：geophys*） 
 

・ 検索語を入力して、SEARCH ボタンをクリックします。 
 
 

1.対象年（2000 年以

降）とデータベース（分

野）を選択します。 

2.検索方法を指定します。

3.「Submit」をクリック。 

検索項目を指定して

「Search」をクリック。 
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○ 検索結果簡略表示画面 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

                
誌名をクリックするとそのタイトルの詳細事項を表示します。 

 
○ 詳細情報表示画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

引用回数、インパクトファクター順

などで並べ替えができます。 

5 年間のインパクト

ファクターの動きを

グラフで表示します。

引用関係から見た「関

連度の高い雑誌」を表

示します。 

この雑誌が含まれる

カテゴリの雑誌一覧

を表示します。 

この雑誌が含まれるカテ

ゴリの雑誌の集計データ

を表示します。 
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★ 項目の概要 
 
 
1. Total Cites （総被引用回数） 

その雑誌に掲載された論文が、該当年中に ISI データベース中の全ての雑誌に引用された回数。 
 
2. Impact Factor （インパクトファクター） 

どれくらい頻繁に引用されたかを表します。 
過去2 年間に発表された論文の、該当年中の平均引用回数です。 
2006 年の場合は、2004-2005 年にその雑誌に掲載された論文の2006 年中の引用回数を論文数で割って算出

します。「Trends」をクリックすると、過去 5 年間のインパクトファクターの変化を棒グラフで見ることが

できます。 
 

3. Immediacy Index （最新文献指数） 
どれくらい早く引用されるかを示す指数です。 
該当年に発表された論文が、その年の間にどれくらい引用されるかを示します。 
2006 年の場合は、2006 年にその雑誌に掲載された論文の 2006 年中の引用回数をその年にその雑誌に掲載

された論文数で割って算出します。 
 
4. Cited Half Life （被引用半減期） 

該当年に掲載された論文の引用された回数の各年ごとの累計が、引用された総数の半分になるまでの年数（半

減期）です。その雑誌に掲載された論文が、どれくらいの期間他の雑誌に引用されているかを示します。 
 

5. Cited Journal （被引用誌） 
該当雑誌がどの雑誌から引用されているか、過去10 年間の推移を見ることができます。 

 
6. Citing Half Life （引用半減期） 
  該当年に掲載された論文が引用した論文数回数の各年ごとの累計が、引用した総数の半分になるまでの年数

（半減期）です。その雑誌に掲載された論文が、どれくらい古い論文を引用しているか示します。 
 
7. Citing Journal （引用誌） 

該当雑誌の論文がどの雑誌を引用しているか、過去10 年間の推移を見ることができます。 
 
8. Source Data （ソースデータ） 

掲載されている論文の種類を示します。レビューは引用される回数が多くなる傾向があります。 
 
 

★ ISI 社のJCR サポートページ 
 http://www.thomsonscientific.jp/products/jcr/support/ 
 
インパクトファクターの調べ方［ダイジェスト版]をダウンロードできます。 
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※インパクトファクターについての補足 

 

・ M. Amin & M. Mabe, インパクトファクター：利用と誤用, Perspectives in Publishing. [日本語版],  2000(1), 
p.1-6. より 
   http://japan.elsevier.com/sdsupport/impactfactor.pdf             (日本語版) 

http://www.elsevier.com/framework_editors/pdfs/Perspectives1.pdf  (英語版) 
 

・ インパクトファクターは、雑誌の主題領域により大きく変動する。 

 

・ 同一主題の雑誌でも、雑誌のタイプ（速報誌、原著論文誌、レビュー誌かなど）や文献のタイプ（速報・原

著論文・レビュー）によって大きく異なる。 

 

・ 年ごとの変動の幅は、雑誌のサイズ（掲載論文数）により異なる。例えば、雑誌のサイズが小さいほど大き

く変動する。 

 

・ 引用された回数を計算するのは2 年間だが、2 年間という期間が適当かどうか。 

30 種の化学雑誌で2 年を5 年に変更して検証したところ、24 誌が順位を変え、最高で11 位変わった雑誌も

あった。 

 

・ 経験的に、インパクトファクターの差が25％程度の同じ主題の雑誌は、同一のランクに属すと見て良い。 

 

・ インパクトファクターの絶対値を他の主題領域の雑誌との品質比較の尺度として用いることは絶対に避ける

べきだ。個々の科学者の評価にインパクトファクターを使うのはいっそう疑わしい。 

Use of the absolute values of impact factors,  outside of the context of other journals within the same subject 
area, is virtually meaningless; journals ranked top in one field may be bottom in another.  
Extending the use of the journal impact factor from the journal to the authors of papers in the journal is highly 
suspect; the error margins can become so high as to make any value meaningless. 
 

 

・ 雑誌には、論文（articles）、レビュー（reviews）、会議録（proceedings papers）、論説（editorials）、編集者

への手紙（letters to editor）、ニュース記事（news items）などを掲載している。 

インパクトファクターを計算する時の分母は論文（articles）、レビュー（reviews）、会議録（proceedings 
papers）のみだが、分子は掲載されているすべての記事（papers）への引用となっているため、雑誌によっ

てはインパクトファクターが誇張されることがある。 
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1. 北海道大学遺伝子病制御研究所 の葛巻 暹（くずまき のぼる）教授が 2000 年に書い

た論文を検索して、その引用関係を調べてください。 

 

例: 

Koya RC, Fujita H, Shimizu S, Ohtsu M, Takimoto M, Tsujimoto Y, Kuzumaki N. 
(2000).  
Gelsolin inhibits apoptosis by blocking mitochondrial membrane potential loss and 
cytochrome c release.  
JOURNAL OF BIOLOGICAL CHEMISTRY,  275 (20), p.15343-15349. 

 

 

 

2. 次の 2 冊の図書 

・ Kennett, B. L. N. (1983). Seismic Wave Propagation in Stratified Media,  
(Cambridge U.P., Cambridge, England) 

  と 
・ Cerveny, V., and Ravindra, R. (1971). Theory of Seismic Head Waves, 

(Univ. of Toronto, Toronto) 
を両方とも引用している論文を検索してください。 

 

 

 

3. 「Tetrahedoron」(ISSN=00404020)という雑誌の 2006 年のインパクトファクターを調

べてください。 
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